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言語的思考における抽象作用の発達的研究
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概　　　念 前　概　念 知　　　覚 非解答 計（実数）
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C 差（A，B） 差（B，C） 差（C，A）
幼 7．3 4．2 2．6 一3．1 一1．6 一4．7
小1 22．8 2L8 24．8 一1．0 十3．O 十2．O
2 24．8 25．6 26．2 十〇．8 十〇．6 十ユ．4
3 25．8 26．9 26．2 十1，1 一〇．7 十〇．4
4 26．4 27．5 28．8 十1．1 十1．3 十2．4
5 28．7 27．8 29．2 一〇．9 十1．4 十〇．5
6 28．4 29．1 28．8 十〇．7 一〇．3 十〇．4
表15表14にもとつく分散分析表
　　　（A群，B群，　C群間〕
lss ldfi MS F
条　　件 L4 2 0．7 2
＊＊
学　　年 1284 6 214 611．43
＊＊
交互作用 18．16 12 1．51 4．31
誤　差1 227．26 649 O．35
表16表14にもとつく分散分析表
　　　〔A群，B群間〕
【ss dfI MS［ F
条　　件 0．12 1 O．12 3．42
＊＊
学　　年 778．83 6 129．81 316．61
＊＊
交互作用 269．29 6 44．88 109．46





























条　　件 ユ．32 ユ L32 3．47
＊＊
学　　年 966．85 6 161．14 424．05
＊
交互作用 5．97 6 1．OO 2．63

































































































































































































































































































































































































幼 16．86 19．70 4．37
＊ ＊ ＊＊
小1 4．16 3．90 15．38
＊
2 5．63
＊＊ ＊
3 10．17 5．14
＊ ＊＊
4 5．30 26．81
5
＊
6 6．12
考 察
　本研究は，刺激語数の増加が言語的思考における抽象作用の各機能水準にどのような影
響を及ぼすかを検討するために，各課題の刺激語として知覚的類似性の構成し難い2物，
3物および5物を使用した場合を比較した。表15に示されるように，条件間に有意差を認
めることができないのは，A群（刺激語2語）の得点が，　B群（刺激語3語），C群（刺
激語5語）と同じように，小学1年から得点が高くなっており，得点差が大きく開かなか
ったためと考えられる。
　概念的抽象に関しては，有意差は認められなかったが，幼稚園児を除き小学全学年にわ
たって増大し，年令増加に伴って，高次な抽象段階への影響がみられた。このことから，
概念的抽象が，年令の増加に伴って増大する傾向が認められた。しかるに，A，　B，　C各
群において，小学1年に概念期がみられた。従って，刺激語数の増加に伴い，概念的抽象
は，早い学年ヵ）ら促進されるであろうという仮説2は検証され得なかった。
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　幼稚園児には刺激語数の増加とは関係なく概念的抽象がみられなかったが，これは，幼
児には，概念的抽象が困難なためと思われる。このことは，四宮（1969）の抽象作用の発
達段階，柴山（1940）の推理作用の発達段階に関する研究では，6才児までを不能；期とみ
なしていることとも一致する。また，園原（1957）宇地井（1957）の概念的分類に関して
は6才頃を境として，非概念的分類から概念的分類へと変化するとの報告とも一致する。
　前概念的抽象に関しては，刺激語数の増加に伴って全学年に渡って減少している。機能
水準の促進が行なわれるとすれば，幼稚園児においては，前概念的抽象は増大するはずで
あるが，幼稚園児においては，まだ前概念的水準にあるものは僅かであり，小学1，2，
3年の前概念的水準の増加は，知覚的水準，非解答の学年に伴う減少と相まって，まさ
に，概念的水準の前段階と考えられる。従って，前概念的抽象は低学年を除いて減少する
であろうとの仮説3は検証され得なかった。幼稚園児の前概念的抽象の段階にあるものが
僅かであるということは，前概念的抽象が促進されるといっても促進の限界があることを
示唆すると思われる。刺激語数の増加が幼稚園児にとっては，抽象作用をより困難なもの
としたと思われる。これは，幼稚園児の非解答の増大からも明らかである。一連の抽象作
用の各カテゴリーの機能的連関を考える時，低学年児童の非概念二段階，非解答の分析が
残された課題となるであろう。
　我々の実験結果から，言語的思考における抽象作用の発達水準は次のようになる。すな
わち，知覚期は幼稚園児であり，前概念期は小学1，2年であり，3年以上が概念期であ
ると思われる。四宮の研究では，知覚期は幼稚園児・小学1年であり，前概念期は小学2
年から4年であり，5年以上が概念期である。我々の実験では，いずれの機能水準に関し
ても次の段階への移行が前傾化しており，しかも，前概念的水準の期間の短縮化というこ
とが明らかになった。この事実には，児童の知能，時代差などが関与しているものと思わ
れる。
　四宮（1971）は，この抽象作用の機能的発達水準に関連する内的要因として，知能をあ
げている。清水（1965）においても概念化の発達が知能水準とほぼ平行の関係にあること
を，精神薄弱児と優秀児の場合について明らかにしている。四宮（1967）の被験者は，
IQ90～127の児童であった。われわれは，本実験の被験者の知能を測定していないが，
市内の他小学校児童と比較した場合，附属小学校児童という性質上，知能段階が普通段階
より以上の範囲であろうということが推定される。つまり，四宮の被験者よりも，われわ
れの被験者の方が知的に優秀だったのではなかろうか。また，われわれの被験者は，数多
くの実験，検査を経験しており，本実験に対しても緊張が少なく，日頃の能力を発揮しや
すかったことも考えられる。
　さらに，四宮の研究から12年経過しており，マスコミの発達など社会環境の変化が，幼
児・児童の言語生活に影響を与えていると思われる。
要 約
　言語的思考における抽象作用の機能水準，発達段階を検討するために，刺激語数を2
語，3語，5語とし，それぞれの語の類似点指摘の実験を幼稚園児から小学6年までの670
名（男子345名，女子325名）について実施した。
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　その結果，言語的思考における抽象作用の機能水準は，抽念的抽象，前概念的抽象，知
覚的抽象，非解答の4段階であるごとが明らかにされた。
　発達的にみると，
　　1．概念的抽象は，小学校1年置らみられ，学年の上昇とともに増加する。
　　2．前概念的抽象は，幼稚園児から小学1～3年にかけて僅かに増加し，以後減少す
　　　る。
　　3．知覚的抽象は，幼稚園児から小学1年にかけて激減し，以後漸減する。
　　4．知覚的水準の類似悔の構成し難い材料は，小学1年以上の児童の概念形成を促進
　　　する。
　　5．刺激語数の増加は，小学1年以上の児童の抽象の機能水準を高める傾向がある。
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